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序文

財団法人千葉県教育振興財団(文化財センター)は、埋蔵文化財

の調査研究、文化財保護思想のj函養と普及などを主な目的として昭

和49年に設立され、以来、数多くの遺跡の発掘調査を実施し、その

成果として多数の発掘調査報告書を刊行してきました。

このたび、千葉県教育振興財団調査報告第574集として、国土交

通省の首都圏中央連絡自動車道建設事業に伴って実施した袖ケ浦市

下谷遺跡の発掘調査報告書を刊行する運びとなりました。

この調査では、奈良・平安時代の竪穴住居跡や掘立柱建物跡、方

形墳墓が発見されるなど、この地域の歴史を知る上で貴重な成果が

得られております。

刊行に当たり、この報告書が学術資料として、また地域の歴史解

明の資料として広く活用されることを願っております。

終わりに、調査に際し御指導、御協力をいただきました地元の方々

を初めとする関係の皆様や関係機関、また、発掘から整理まで御苦

労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成19年3月

財団法人 千葉県教育振興財団

理事長岡野孝之



凡例

l 本書は、国土交通省による首都圏中央連絡自動車道建設事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告書であ

る。

2 本書は、千葉県袖ケ浦市下宮田字下谷91ほかに所在する下谷遺跡(遺跡コード 229----{)33)を収録した

ものである。

3 発掘調査から報告書作成に至る業務は、国土交通省関東地方整備局の委託を受け、財団法人千葉県教

育振興財団が実施した。

4 発掘調査及び整理作業の担当者、実施期間は本文中に記載した。

5 本書の執筆・編集は、上席研究員 半津幹雄、研究員 高梨友子が担当した。

6 発掘調査から報告書の刊行に至るまで、千葉県教育庁教育振興部文化財課、国土交通省関東地方整備

局、袖ケ浦市教育委員会、田形孝一氏(県立房総のむら)の御指導・御協力を得た。

7 本書で使用した地形図は、下記のとおりである。

第1図 国土地理院発行 1/50，000地形図「姉崎J(NI-54-19-16) 

1/50，000地形図「木更津J(NI-54-25-4) 

第2図 国土地理院発行 1/25.000地形図「上総横田J(NI-54-19-16-4) 

1/25，000地形図「木更津J(NI-54-25-4-2) 

第3図袖ケ浦市発行 1/2，500地形図No.45(IX -ME-34-3) 

8 周辺地形航空写真(図版1)は、京葉測量株式会社による昭和42年撮影のものを使用した。

9 本書で使用した図面の方位はすべて座標北である。測量値については日本測地系を使用した。

10 遺構名については原則的に発掘調査時の名称を使用したが、整理段階で欠番にしたものもあり、そこ

からの出土遺物は遺構外(グリッド)出土遺物として扱うこととした。発掘調査時と整理時における遺

構の扱いは第2表のとおりである。なお、遺物への注記は、全て発掘調査時の名称で行っている。

11 遺物実測図断面の黒塗りは須恵器を表し、.は繊維混入を表す。

12 挿図に使用したスクリーントーン及び記号の用例は、各図に示したとおりである。
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第1章はじめに

第1節調査に至る経緯

首都圏中央連絡自動車道(圏央道)は、都心から半径およそ40km-60kmの位置に計画された総延長約3∞
kmに及ぶ環状の自動車専用道路である。千葉県内は、平成9年に開通した東京湾アクアラインで神奈川県

と繋がり、房総半島を横断して太平洋側の茂原市に至り、東上総の台地を北上し、山武地域へとつながっ

ていく。この路線のうち、袖ケ浦市から木更津市の区聞がまず事業化された。用地内には数多くの遺跡が

所在することから、その取扱いについて、千葉県教育委員会と国土交通省・東日本高速道路株式会社との

間で慎重な協議が重ねられた。その結果、現状保存が困難な部分については、やむを得ず発掘調査による

記録保存の措置を講ずることとなった。木更津JCTから約25kmの区間は東日本高速道路株式会社が事業

主体となり、財団法人君津郡市文化財センターが発掘調査を実施し、それより東の区間については国土交

通省が事業主体となり、財団法人千葉県教育振興財団が発掘調査を実施することとなった。

1，西御祈祷谷古墳群・新開 l遺跡・新聞2遺跡 2，南岩井作遺跡 3，下谷遺跡 4，上富田台遺跡

5，猪尻遺跡 6，林遺跡 7，林遺跡(3) 8，林遺跡(2) 9，林遺跡(1) 10，根岸古墳群・根岸小妻遺跡
11，重三台遺跡 12，沢問2遺跡 13，沢間 l遺跡 14，丹過遺跡 15，内屋敷遺跡(2) 16，内屋敷遺跡(1)

A，野洞遺跡 B，下野洞遺跡 C，巡礼街道遺跡2 D，巡礼街道遺跡1 E，玉ノ谷遺跡

第1図圏央道関連遺跡 (1: 50，000) 

-1-



第2節遺跡の位置と周辺の環境(第2図、第1表)

下谷遺跡(1 )の所在する袖ケ浦市は、房総半島のほぼ中心部に位置しており、西側は東京湾に面して

いる。袖ケ浦市の中央には、清澄山を源とする小植川が東から西に向かつて流れており、その北側と南側

には広い沖積平野が広がっている。そしてその沖積平野の南側には、房総丘陵が展開している。下谷遺跡

は、小植川支流鎗水川左岸の、複雑に解析された標高約60mの正陵上に立地している。

下谷遺跡(1)の周辺には遺跡が多く分布しており、地域的な特徴がよくみられる。それらについて、

発掘調査の行われた遺跡を中心に概観してみる。

旧石器時代は、遺跡周辺では関東ローム層の認められない場所も多いが、圏央道に関連する遺跡の調査

などで、少しずつ報告例が増えている。下野洞遺跡 (30)や野洞遺跡 (31)では石器集中地点がいくつも

検出され、ナイフ形石器など、黒曜石を主体とした石器が多量に出土した 1)。また、玉ノ谷遺跡 (28)で

は羽~医層で剥片がまとまって出土し2)、二重山遺跡 (38)ではN-V層で石器集中地点と喋群が検出さ

れている 3)。そのほか、滝ノ口向台遺跡(13)4)や久野遺跡 (43)5)の上層調査で、ナイフ形石器が出土し

ている。

縄文時代は、遺跡周辺では早期・前期の遺構・遺物が多く認められる。早期の遺構としては、玉ノ谷遺

跡 (28)、石仏遺跡 (34)6)で竪穴住居跡が、三ツ田台遺跡(17)7)、上南原遺跡(18)ぺ猪尻遺跡(19)9)、

玉ノ谷遺跡 (28)、上ノ山B遺跡 (40)10)で炉穴などの土坑が、焦田遺跡(16)ヘ猪尻遺跡(19)、林遺跡

(20 )12)、大竹長作古墳群 (24)ω、石仏遺跡 (34)、上ノ山B遺跡 (40)、久野遺跡 (43)などで喋群が検出

されている。前期の遺構としては、中台A遺跡(5 )14)、玉ノ谷遺跡 (28)、野洞遺跡 (31)で竪穴住居跡

が検出された。そのほか、遺構は検出されていないが、滝ノ口向台遺跡(13)や上桑田谷遺跡 (32)15)、

下細野遺跡 (35)16)、御所塚遺跡 (42)川などで早期に比定される土器や喋が出土している。また、新開1・

2遺跡 (27)18)や巡礼街道遺跡 (29)則では早期~前期の遺物包含層が検出されている。

第1表下谷遺跡周辺の遺跡一覧表(第2図に対応)

1.下谷遺跡

2.順礼街道古墳

3.笹子城跡

4.山崎古墳群

5.中台A遺跡

6.中台B遺跡

7.四留作第1古墳群
8.四留作第2古墳群

9.椿古墳群

10.馬場作古墳群
11.大作古墳群

12.鬼塚古墳群
13.滝ノ口向台遺跡
14.滝ノ口向台古墳群

15.平ヶ作古墳群

16.米田遺跡

17.三ツ田台遺跡

18.上南原遺跡

19.猪尻遺跡
20.林遺跡
21.八幡台遺跡
22.上宮田台遺跡
23.嘉登遺跡
24.大竹長作古墳群
25.商岩井作遺跡
26.西御祈祷谷古墳群

27.新開 1・2遺跡

28.玉ノ谷遺跡
29.巡礼街道遺跡
30.下野洞遺跡
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31.野洞遺跡
32.上桑田谷遺跡
33.伊豆島貝塚
34.石仏遺跡
35.下細野遺跡
36.上名主ヶ谷第1窯跡群

37.上名主ヶ谷第2窯跡群
38.二重山遺跡

39.上ノ山A遺跡
40.上ノ山B遺跡

41.山ノ下製鉄遺跡

42.御所塚遺跡

43.久野遺跡



第2図 遺跡の位置と周辺の遺跡 (1: 25，000) 



縄文時代中期以降では、遺跡の対岸に位置する上宮田台遺跡 (22)で、縄文時代後期~晩期の環状集落

が調査されている。集落の中央部は窪地状を呈する。多量の土器や土製品、石器・石製品などが出土し

た2ヘそのほか、嘉登遺跡 (23)2ヘ久野遺跡 (43)で中期の竪穴住居跡が、米田遺跡(16)、三ツ田台遺

跡(17)、嘉登遺跡 (23)、石仏遺跡 (34)で後期の竪穴住居跡がそれぞれ数軒ずつ検出されている。また、

伊豆島貝塚 (33)2勺ま後期の地点員塚として注目される。

続く弥生時代は、遺跡周辺では主に弥生時代後期~古墳時代前期にかけての居住域が小規模に展開する。

ただし、小橿川に近い遺跡では中期~後期の集落や墓域が営まれるようである。滝ノ口向台遺跡(13)で

は中期~後期の環濠を有する集落が、米田遺跡 (16)で中期の竪穴住居跡と方形周溝墓群が、中台A遺跡

( 5 )で中期の方形周溝墓が検出されている。

弥生時代後期とみられる竪穴住居跡が検出されたのは、中台A遺跡(5 )、中台B遺跡(6 )23)、四留作

第1古墳群(7 )側、椿古墳群(9 )2ぺ大作古墳群(11)26)、三ツ田台遺跡(17)、新開 1・2遺跡 (27)

などで、林遺跡 (20)では弥生時代末期~古墳時代前期にかけての方形周溝墓群が検出された。

古墳時代になると、主に小植川沿いで大規模な古墳群が営まれるのが特徴的で、中には出現期古墳や前

期古墳も含まれる。滝ノ口向台古墳群(14)の8号墳はレーダー探査結果により、県内最大の前方後方墳

であることがほぼ確実視されている2九また、 9号墳は、東海系土器や銅鎌などを出土した出現期古墳と

して知られている。椿古墳群 (9)SX-3は前期の方墳で、やはり東海系土器や銅銀、鉄剣、鉄槍などが

出土している。

中期~後期の古墳・古墳群としては、前方後円墳を含み総数100基もの古墳で構成されるとみられる椿

古墳群(9 )をはじめ、順礼街道古墳(2 )2へ山崎古墳群(4 )2ぺ中台A遺跡(5 )、四留作第1古墳群

( 7 )、四留作第2古墳群(8 )3ぺ馬場作古墳群(10)31)、大作古墳群(11)、鬼塚古墳群 (12)3ぺ平ケ作

古墳群 (15)、嘉登遺跡 (23)など、枚挙にいとまがない。

後期~終末期と考えられる古墳も、主に鎗水川沿岸の遺跡で少しずつ営まれ、奈良・平安時代の墳墓に

引き継がれていくようである。その過渡期の様子が猪尻遺跡(19)などで捉えられ、興味深い。

古墳時代の集落としては、遺跡周辺では前期が主体となるようである。中台A遺跡(5 )や三ツ田台遺

跡(17)、猪尻遺跡(19)、新開 1・2遺跡 (27)、久野遺跡 (43)などで、前期~後期の竪穴住居跡が数

軒ずつ確認されたのをはじめ、米国遺跡(16)や嘉登遺跡 (23)、石仏遺跡 (34)で前期~中期とみられ

る竪穴住居跡が数十軒単位で確認された。また、下野洞遺跡 (30)では、手担土器などを献納した、前期

の祭杷遺構とみられる遺構が検出されている。

奈良・平安時代以降は、遺跡周辺は一般的な集落が少ない状況である。米田遺跡(16)や野洞遺跡 (31)

などで竪穴住居跡が検出された以外は、一般的な集落はほとんどみられなくなる。二重山遺跡 (38)や久

野遺跡 (43)で竪穴住居跡群が検出されているが、これは一般の集落とは異なる、工人集団の集落と推定

されるものである。この時代に多く認められるのは、製鉄関連遺跡などの生産関連遺跡や須恵器・瓦の窯

跡、そして墓域である。

製鉄関連遺跡は、精錬炉の検出された二重山遺跡 (38)、山ノ下製鉄遺跡 (41)33)などをはじめ、上ノ山

A遺跡 (39)側、上ノ山B遺跡 (40)、久野遺跡 (43)などで、鍛冶工房や鍛冶関連施設が確認されている。

窯跡は、上名主ヶ谷第1窯跡群 (36)3ぺ上名主ヶ谷第2窯跡群 (37)36)などがあり、須恵器窯や瓦窯、

須恵器瓦共用窯などが検出された。
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奈良・平安時代の墓域としては、火葬墓、方形墳墓などが多く認められるのが特徴的である。火葬墓、

方形墳墓などが検出された遺跡としては、椿古墳群(9 )、三ツ田台遺跡(17)、猪尻遺跡(19)、林遺跡

(20)、嘉登遺跡 (23)、新開1・2遺跡 (27)、玉ノ谷遺跡 (28)、巡礼街道遺跡 (29)、下野洞遺跡 (30)、

野洞遺跡 (31)、石仏遺跡 (34)などが挙げられ、このうち野洞遺跡 (31)では、集落域と墓域とが別々

の地区に営まれている様子が捉えられた。墳墓内の埋葬施設と考えられる土坑からは、何も出土していな

い例も多いが、猪尻遺跡(19)では火葬骨の納められた骨蔵器や粘土植が出土したほか、三ツ田台遺跡

(17)や下野洞遺跡 (30)で石植が出土した。このほか、墓域ではないが、久野遺跡 (43)で複数の基壇

建物跡が検出され、山寺・山林寺院と考えられることが特筆されよう。

中世以降は、上宮田台遺跡 (22)で台地整形区画や地下式坑などが検出されている。また、真里谷武田

氏との関連が指摘され、 2度の落城が伝えられる笹子城跡(3 )37)の一部が発掘調査され、 15世紀後半~

16世紀を中心とする多量の遺物を伴った整地面が確認された。そのほか、南岩井作遺跡 (25)犯)で中・近

世の掘立柱建物跡が、西御祈祷谷古墳群 (26)39)では、 8基からなる塚群が調査されている。

第3節調査の概要(第3・4図)

l 調査の経過

下谷遺跡の発掘調査は、平成15年度に行われた。整理作業は平成18年度に実施し、同年度中に報告書を

刊行した。発掘調査及び整理作業に関わる各年度の作業内容及び担当職員は以下のとおりである。

発掘調査

O平成15年度

期間平成15年4月7日~平成15年5月30日

内容確認調査上層220m2/2 ，200m2 

下層 88m2/2，200m2

本調査 上層 2，000m2

下層 Om2 

組織調査部長斎木勝 南部調査事務所長鈴木定明

担当者上席研究員石川誠

整理作業

O平成18年度

期間平成18年8月1日~平成18年11月30日

内容水洗・注記~報告書刊行

組織調査研究部長矢戸三男 南部調査事務所長高田博

担当者上席研究員麻生正信、上席研究員半津幹雄、研究員高梨友子
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2 調査の方法

(1)グリッド設定

首都圏中央連絡自動車道建設に関わる発掘調査では、遺跡の数も多く、遺跡の面積も大きいため、それ

ぞれの遺跡毎に公共座標に基づいたグリッド設定を行っている。

下谷遺跡では、発掘調査開始に当たって、 x=一71.620km、y= + 16.300kmを起点とした20mX20mの

方眼を被せ、グリッド設定を行った。 20mX20mの方眼を大グリッドとし、北から南に 1、2、3…、西

から東にA、B、C…、と呼称し、更に大グリッドの中を 2mx2mの小グリッドに100分割して、北西

隅から00、01、02…、南東隅を99とした。これにより、大グリッドと小グリッドの組合せで2B-68、4F-

05というように、小地区名の表示を行えるようにした。

(2)確認調査

調査区は、東西に延びる正陵痩せ尾根上にほぼ東西方向に長く位置しており、中央部には宮田神社が現

存する。調査区の周囲はほとんど急斜面であり、調査区内も平坦地は僅かである。標高は中央部の宮田神

社の付近が最も高い。

上層の確認調査に当たっては、等高線に直交方向、つまり南北方向に長いトレンチを多く設定した。調

査対象面積2，200m2の10%に当たる220m2について確認調査を行い、その結果、調査区のほぼ全体に遺構が

確認され、宮田神社の部分と東側の一部の部分を除いた2.000m2について、引き続き本調査を行うことと

なった。

下層の確認調査は、上層の本調査終了後に行った。 2mX2mのグリッドを調査区内に設定し、調査対

象面積2，200m2の4%に当たる88m2の確認調査を行ったが、遺構・遺物は検出されず、下層については確

認調査で終了することとなった。

(3)本調査

本調査は、宮田神社を挟み東西2地区について行った。 2地区の本調査区のうち、東側をA区、西側を

B区と呼称した。両区とも縁辺部が急斜面となっており、安全確保のため発掘調査の行えない部分が生じ

たが、奈良・平安時代を中心とする遺構・遺物が検出された。

遺構は、種類毎に掘立柱建物跡=SB、溝状遺構=SD、土坑=SK、ピット=SH、方形周溝状遺構=SS

などの略称を接頭に付し、それぞれ001から遺構番号を順に付して調査を行った。本報告でも、原則とし

て発掘調査時の遺構名をそのまま使用しているが、整理作業時に検討を加えた結果、遺構と考えるには根

拠の乏しいものがあり、それらについては欠番とした。ただし、遺物への注記は全て調査時の遺構名で、行っ

ているため、遺構として調査されたものは全て一覧表として第2表にまとめ、調査時と報告書における扱

いの対応関係を明記した。
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第4節基本層序

下谷遺跡の基本層序は第5図のとおりである。遺構は皿層上面で検出された。

なお、下層については、確認調査時に、立川ローム層下に灰白色の粘土層の堆積が確認された。

I層(黒褐色土層) 表土(腐葉土化)

E層(暗褐色土層) 焼士粒(1醐~ 3mm大) ・炭化粒(1 mm~ 3 mm大)少散

E層(褐色土層) ソフトローム

59.0m 

58.5m 

7トレンチ西壁
58.0m (B区)

57.5m 

57.0m 

4トレンチ東壁
(A区)

。

第5図基本層序
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第2表下谷遺跡遺構一覧表

報告書 調査時 検出面か
地区 遺構番号 遺構番号 所在グリッ ド 平面形態 大きさ(m) らの深さ 時 代 性 格 備 考

種別番号 種別 番号 ( m) 

欠番 SB 001 遺構の根拠薄弱

欠番 SB 002 遺構の根拠薄弱

B SB 003 SB 003 2A-89・99、2B-80-82、3Aイ19・ 2関X3問、 平安 掘立柱建物跡 SD-007を伴う、
19、3B-OO-02・10-12 四面廟 S1-012を切る

B SB 004 SB 004 2B~5-67 ・ 75-77 ・ 85-87 2間x3間 奈良・平安 掘立柱建物跡 SD-007に切られ
る

A SD 001 SD 001 3E-71-73・80-83・85-89・ 直線状 32.00X1.80 0.48 中・近世以 溝状遺構
93・95-99、3F-08・09・18・ 降
19・28・38・48・58・68

A SD 002 SD 002 3F-75・76 直線状 2.50XO.80 0.16 中・近世以 溝状遺構
降

A SD 003 SD 003 3E-28・29・38・39・49・59・ 直線状 12.50XO.50 0.08 中・近世以 溝状遺構
69、3F-50・60・70・80 降

A SD 004 SD 004 3F~1 ・ 62 直線状 3.50XO目70 0.08 中・近世以 溝状遺構
降

A SD 005 SD 005 3F~0 ・ 61 直線状 1.10XO.70 0.06 中・近世以 溝状遺構
降

A SD 006 SD 006 3F-14・15 直線状 1.90 X 0.60 0.10 中・近世以 溝状遺構
降

B SD 007 SD 007 2B-36・46・56・65・66・75・ L字状 34.00x 1.20 0.65 平安 溝状遺構 SB-003に伴う
76・85・86・95・96、3A-28・
29・38・39、3B-20-26・30-
34 

欠番 SD 008 SD-009の上層、
遺物は3B-49へ

B SD 009 SD 009 3B-34・35・44・45・64・74・ 直線状 15.00X2.00 0.90 中・近世以 溝状遺構
84・85・94・95、3C-40-42・ 降
50・51

B SD 010 SD 010 2C-32・42・51・52・61・71・ 直線状 23.00 X 1.40 0.40 中・近世以 溝状遺構
81・90・91、3B-39・49、30舟0・ 降
01・10・11・20・30・40

A SH 001 SH 001 3F-34 楕円形 0.50X0.40 0.40 不明 ピット

欠番 SH 002 SK-004内窪み、
遺物は3F~4へ

欠番 SH 003 SK-004内窪み

欠番 SH 004 SK-004内窪み

A SH 005 SH 005 3F-55 円形 0.30XO.25 0.24 不明 ピット

A SH 006 SH 006 3F-55 円形 0.40XO.35 0.22 不明 ピット

A SH 007 SH 007 3F-75 円形 0.45XO.35 0.11 不明 ピット

A SH 008 SH 008 3F-75・85 円形 0.35XO.30 0.09 不明 ピット

A SH 009 SH 009 3F-76 円形 0.35XO.30 0.39 不明 ピット

A SH 010 SH 010 3F-80・90 円形 0.90XO.75 0.79 不明 ピット

A SH 011 SH 011 3E-98 円形 0.65XO.55 0.43 不明 ピット

A SH 012 SH 012 3E-88 円形 0.40XO.35 0.21 不明 ピット

A SH 013 SH 013 3E-87 円形 0.60X0.45 0.59 不明 ピット

A SH 014 SH 014 3E-97 円形 0.40XO.30 0.35 不明 ピット

A SH 015 SH 015 3E-86 円形 0.40XO.35 0.35 不明 ピット

A SH 016 SH 016 3E-86 円形 0.50X0.40 0.27 不明 ピット

A SH 017 SH 017 4E-06 円形 0.65XO.60 0.36 不明 ピット

A SH 018 SH 018 3F-82 円形 0.70XO.60 0.10 不明 ピット

欠番 欠番

A SH 020 SH 020 4E-05 円形 0.45 X 0.40 0.20 不明 ピット

A SH 021 SH 021 4E-14 不明 0.40X (0.30) 0.25 不明 ピット

A SH 022 SH 022 3E-94 円形 0.35XO.35 0.06 不明 ピット

A SH 023 SH 023 3E-84・85 楕円形 0.55XO.30 0.37 不明 ピット
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報告書 調査時 検出面か

地区 遺構番号 遺構番号 所在グリッ ド 平面形態 大きさ(m) らの深さ 時 代 性 格 備 考

種別 番号 種別 番号 (m) 

A SH 024 SH 024 3E-84 楕円形 0.55XO.35 0.24 不明 ピット

A SH 025 SH 025 3E-84・94 円形 0.35XO.25 0.33 不明 ピット

A SH 026 SH 026 3E-84 楕円形 0.60XO.35 0.13 不明 ピット

A SH 027 SH 027 3Eー94 円形 0.35XO.30 0.13 不明 ピット

A SH 028 SH 028 3E-83 円形 0.40XO.30 0.12 不明 ピット

A SH 029 SH 029 3E-82・83 円形 0.45X0.45 0.57 不明 ピット

A SH 030 SH 030 3E-82 楕円形 0.75xO.55 0.53 不明 ピット

A SH 031 SH 031 3E-82 楕円形 0.35XO.25 0.61 不明 ピット

A SH 032 SH 032 3E-81 楕円形 0.50XO.25 0.18 不明 ピット

A SH 033 SH 033 3E-80 不明 0.36 X (0.20) 0.08 不明 ピット

A SH 034 SH 034 3F-{)1・11 円形 0.50XO.50 0.23 不明 ピット

A SH 035 SH 035 3F-{)1・02 円形 0.45 X 0.45 日目23 不明 ピット

A SH 036 SH 036 3F-12 円形 0.55XO.55 0.19 不明 ピット

A SH 037 SH 037 3F-ii0・61 不明 0.64X(0.54) 0.27 不明 ピット

A SH 038 SH 038 3F-ii1 不明 0.96X (0.48) 0.39 不明 ピット

A SH 039 SH 039 3F-ii1 不明 0.60X (0.48) 0.40 不明 ピット

欠番 SH 040 SD-{)Ol内窪み

欠番 SH 041 SD-{)Ol内窪み、
遺物は3F-74へ

欠番 SH 042 SK-{)04内窪み | 

A SH 043 SH 043 3E-46・47 円形 0.30XO.30 0.15 不明 ピット

A SH 044 SH 044 3E-46 円形 0.35XO.30 0.42 不明 ピット

A SH 045 SH 045 3E-56 円形 0.30XO.30 0.12 不明 ピット

A SH 046 SH 046 3E-57 円形 0.30xO.30 0.30 不明 ピット

A SH 047 SH 047 3E-47 円形 0.40XO.35 0.41 不明 ピット

A SH 048 SH 048 3E-48・58 円形 0.65XO.65 0.18 不明 ピット

A SH 049 SH 049 3E-49 円形 0.30XO.25 。目22 不明 ピット

A SH 050 SH 050 3E-49 円形 0.30XO.30 0.15 不明 ピット

A SH 051 SH 051 3F-14 円形 0.30XO.30 0.07 不明 ピット

A SH 052 SH 052 3F-14 円形 0.60XO.55 0.15 不明 ピット

A SH 053 SH 053 3F-15 円形 0.20x0.15 0.11 不明 ピット

A SH 054 SH 054 3F-15 円形 0.20XO.20 0.31 不明 ピット

A SH 055 SH 055 3F-23 円形 0.45X0.40 0.32 不明 ピット

A SH 056 SH 056 3F-24 円形 0.30XO.20 0.13 不明 ピット

A SH 057 SH 057 3F-24 円形 0.40XO.35 。目12 不明 ピット

A SH 058 SH 058 3F-24・34 円形 0.25XO.20 0.13 不明 ピット

A SH 059 SH 059 3F-35 不明 0.36X(0.22) 0.08 不明 ピット

A SH 060 SH 060 3F-35 円形 0.25XO.25 0.07 不明 ピット

B SH 061 SH 061 2B-77・78 円形 0.70XO.70 0.42 不明 ピット

B SH 062 SH 062 2Bー78・79・89 楕円(3基) 1.25XO.80 0.52 不明 ピット

B SH 063 SH 063 2C-70 円形 0.60XO.55 0.40 不明 ピット

B SH 064 SH 064 2B-77 円形 0.35XO.30 0.29 不明 ピット

B SH 065 SH 065 2B-77 円形 0.35XO.35 0.34 不明 ピット

B SH 066 SH 066 2B-86・87 長方形 1.00XO.75 0.63 不明 ピット

B SH 067 SH 067 2B-87 楕円形 0.75XO.60 0.58 不明 ピット

欠番 SH 068 SB-{)04柱穴

B SH 069 SH 069 2B-78 楕円形 0.75XO.50 0.15 不明 ピット

B SH 070 SH 070 2B-78・79 円形 0.55XO目55 0.19 不明 ピット

B SH 071 SH 071 2B-76 円形 0.45XO.35 0.14 不明 ピット

B SH 072 SH 072 2B-76 円形 0.35XO.30 0.15 不明 ピット
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報告書 調査時 検出面か
地区 遺構番号 遺構番号 所在グリッ ド 平面形態 大きさ(m) らの深さ 時 fモ 性 格 備 考

種別 番号 種別 番号 (m) 

B SH 073 SH 073 2B-76 円形 0.45 X 0.40 0.66 不明 ピット

B SH 074 SH 074 2B-66・67・76・77 楕円形 0.65XO.50 0.21 不明 ピット

B SH 075 SH 075 2B-67 円形 0.30XO.25 。目19 不明 ピット

欠番 SH 076 SB-{)04柱穴

B SH 077 SH 077 2B-68 円形 0.60XO.55 0.54 不明 ピット

B SH 078 SH 078 2B-66 円形 0.35XO.35 0.35 不明 ピット

B SH 079 SH 079 2B-66 楕円形 0.70XO.55 0.34 不明 ピット

B SH 080 SH 080 2B-56 円形 0.35XO.35 0.30 不明 ピット

A SI 001 SI 001 3Fー73-75・83-85・93-95 長方形 4.10X 3.40 0.30 奈良 竪穴住居跡

欠番 SI 002 遺構の根拠薄弱、
遺物は3F--B4へ

欠番 SI 003 遺構の根拠薄弱、
遺物は3F-65へ

欠番 SI 004 遺構の根拠薄弱、
遺物は3Fー71へ

欠番 欠番

欠番 SI 006 遺構の根拠薄弱

欠番 SI 007 遺構の根拠薄弱、
遺物は4E-{)7へ

欠番 SI 008 遺構の根拠薄弱、
遺物は3F-20へ

欠番 SI 009 遺構の根拠薄弱、
遺物は3E-38へ

欠番 SI 010 遺構の根拠薄弱、
遺物は3F-22へ

欠番 SI 011 遺構の根拠薄弱、
遺物は3F-31へ

B SI 012 SI 012 3B-15・16・24-27・34-37 長方形 (5.40) x3.80 0.30 平安 竪穴住居跡

欠番 SI 013 遺構の根拠薄弱、
遺物は2B-72へ

B SI 014 SI 014 2B-92-94、3B-03-05 正方形? (4.40) X (4.40) 0.15 奈良 竪穴住居跡

A SK 001 SK 001 3F-85・86 楕円形 1.35XO.80 0.42 不明 土坑 SD-{)Olに切られ
る

A SK 002 SK 002 3F-95・96 三角形 2.55 X 1.60 0.46 不明 土坑

A SK 003 SK 003 3F-53・54・63・64 隅丸方形 1.38X 1.25 0.37 奈良 土坑 SS-{)Olに伴う火
葬墓

A SK 004 SK 004 3F-64・65・74・75 不整形 1.45X 1.20 0.50 奈良 土坑 SS-{)Olに伴う主
体部

A SK 005 SK 005 3E-99、3F-90 楕円形 1.30X 1.00 0.33 不明 土坑

A SK 006 SK 006 4E-{)8・18 不明 1.20 X (0.50) 0.21 不明 土坑 南側調査区外

A SK 007 SK 007 4E-{)7・17 不明 1.10X (0.65) 0.35 不明 土坑 南側調査区外

A SK 008 SK 008 3E-95-97 不明 2.50 X (1.50) 0.38 不明 土坑 SD-{)Olと重複

A SK 009 SK 009 3F-72 楕円形 1.00XO.80 0.44 不明 土坑

A SK 010 SK 010 3F-71 円形 1.35X 1.20 0.33 不明 土坑

A SK 011 SK 011 3E-85 円形 0.90XO.85 0.45 不明 土坑

A SK 012 SK 012 3F-44・45・54・55 楕円形 1.50X 1.20 0.41 不明 土坑

A SK 013 SK 013 3F-44・54 楕円形 0.95XO.75 0.26 不明 土坑

B SK 014 SK 014 2C-71 円形 0.70XO.70 0.16 不明 土坑

B SK 015 SK 015 3B-29 円形 0.60XO.60 0.17 不明 土坑 焼土散布あり、
炉跡ワ

B SK 016 SK 016 2C-32・42 長楕円形 1.40X0.45 0.16 不明 土坑

A SS 001 SS 001 3F-33-35・42-46・52-56・ 正方形 5.50X5.11 0.26 奈良 方形墳墓 SK-{)03・004を
62-66・72-75 伴う
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注l 渡遺祐二・松本勝・斉藤礼司郎・竹内順一・米倉薫 2005 r首都圏中央連絡自動車道(木更津~東金)
埋蔵文化財調査報告書2一千葉県木更津市巡礼街道遺跡1・巡礼街道遺跡2・下野洞遺跡・野洞遺跡-.1財団法

人君津郡市文化財センター

2 松本勝・米倉薫 2004 r首都圏中央連絡自動車道(木更津~東金)埋蔵文化財調査報告書1一千葉県木
更津市玉ノ谷遺跡-.1財団法人君津郡市文化財センター

3 神野 信・半i畢幹雄 1997 r矢那川ダム埋蔵文化財調査報告書1ー木更津市二重山遺跡-.1財団法人千葉県
文化財センター

4 小高春雄 1993 r滝ノ口向台遺跡・大作古墳群』財団法人千葉県文化財センター
5 小林清隆・新田浩三・糸原 清・吉野健一 1999 r矢那川ダム埋蔵文化財調査報告書2一木更津市久野遺跡一』
財団法人千葉県文化財センター

6 諸墨知義 1991 r君津郡市文化財センタ一年報Nu9一平成2年度-.1財団法人君津郡市文化財センター
7 田形孝一編 1991 r米田遺跡・三ツ田台遺跡・大竹古墳群(1).1財団法人君津郡市文化財センター
8 井上 賢・稲葉昭智 1995 r大竹遺跡群発掘調査報告書W一向神納里遺跡・上南原遺跡・狐谷遺跡・大竹古
墳群一』財団法人君津郡市文化財センター

9 小高春雄 2005 r首都圏中央連絡自動車道埋蔵文化財調査報告書3一袖ケ浦市猪尻遺跡一』財団法人千葉県
教育振興財団

10 安藤道由・中能 隆 1996 r上ノ山A・上ノ山B・下根田A・下根田B・御所塚遺跡』財団法人君津郡市文

11 

12 

13 

14 

化財センター

注7に同じ

井口崇 1987

能城秀喜 1994 

中能隆 1999

西原崇浩 1994 

福田誠 1993

山本哲也 1995 

財センタ一

『林遺跡』財団法人君津郡市文化財センター

『林遺跡IU財団法人君津郡市文化財センター

『林遺跡mj財団法人君津郡市文化財センター

『嘉登遺跡・大竹長作古墳群』財団法人君津郡市文化財センター

『中台A遺跡』財団法人千葉県文化財センター

「中台A遺跡Jr君津郡市文化財センタ一年報Nu12一平成5年度一』財団法人君津郡市文化

斉藤礼司郎 1996 I中台A遺跡Jr君津郡市文化財センタ一年報Nu13一平成6年度一』財団法人君津郡市文
化財センター

財団法人君津郡市文化財センター 1999 I中台A遺跡Jr君津郡市文化財センタ一年報Nu16一平成9年度一』
15 伊藤聖一 1980 I木更津市上桑田谷遺跡採集資料Jrさざなみ.119号
16 能城秀喜 1993 I下細野遺跡Jr君津郡市文化財センタ一年報Nu11一平成4年度-.1財団法人君津郡市文化
財センター

17 伊藤聖一 1979 I木更津市高倉御所塚遺跡採集資料Jrさざなみ.116号
18 土屋治雄・半浮幹雄・高梨友子 2004 r首都圏中央連絡自動車道埋蔵文化財調査報告書1一袖ケ浦市南岩井作
遺跡(吉野田遺跡) ・西御祈祷谷古墳群・新開 l遺跡、木更津市新開2遺跡-.1財団法人千葉県文化財センター

19 注lに同じ

20 財団法人千葉県文化財センター 2004 r千葉県文化財センタ一年報Nu28 平成14年度 』
21 注13に同じ

22 木更津市教育委員会 1990 r木更津市内遺跡発掘調査報告書一伊豆島員塚・宮脇遺跡一』
23 山本哲也 1995 I中台B遺跡Jr君津郡市文化財センタ一年報Nu12 平成5年度一』財団法人君津郡市文化
財センター
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24 豊巻幸正 1988 r四留作第1古墳群第1号墳』財団法人君津郡市文化財センター
西原崇浩 1999 r笹子遺跡群発掘調査報告書I 四留作第1古墳群第12・13号墳 四留作遺跡(古墳下層遺
構)j木更津市教育委員会

財団法人君津郡市文化財センター 1999 r笹子遺跡群 四留作第1古墳群Jr君津郡市文化財センター年報
Nu16一平成9年度-j

25 小久貫隆史・高梨友子 2001 r東関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵文化財調査報告書8一袖ケ浦市椿古墳
群-j財団法人千葉県文化財センター

26 i主4に同じ

27 萩原恭一・白井久美子・亀井宏行 2000 r君津市浅間神社古墳測量調査報告Jr千葉県史研究』第8号
28 三浦和信・永浜真理子編 1980 r順礼街道古墳』順礼街道古墳調査団
29 斉藤礼司郎 1996 r山崎古墳群Jr君津郡市文化財センタ一年報Nu13一平成6年度-.1財団法人君津郡市文
化財センター

30 嘗虞嗣史 1992 r四留作第2古墳群第1古墳 四留作第1号塚・第2号塚J財団法人君津郡市文化財センター
斉藤礼司郎 1996 r四留作第2古墳群 四留作塚群Jr君津郡市文化財センタ一年報Nu13一平成6年度-j
財団法人君津郡市文化財センター

31 財団法人君津郡市文化財センター 1997 r馬場作古墳群Jr君津郡市文化財センタ一年報Nu14一平成7年度-.1
財団法人君津郡市文化財センター 1998 r馬場作古墳群2・4号墳Jr君津郡市文化財センタ一年報Nu15一
平成8年度一』

32 溝口勝美・岸本雅人ほか 1980 r鬼塚古墳j鬼塚古墳発掘調査会
33 中能 隆 1995 r山ノ下製鉄遺跡J財団法人君津郡市文化財センター
34 i主10に同じ

35 大川 清 1967 r木更津矢那瓦窯祉Jr古代j49・50号
佐久間 豊 1989 r木更津市上名主ヶ谷窯跡確認調査報告書』千葉県教育委員会
36 注35に同じ

37 相京邦彦 2004 r東関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵文化財調査報告書14一木更津市笹子城跡一』財団法
人千葉県文化財センター

38 注18に同じ

39 注目に同じ
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第2章検出された遺構と遺物

第1節縄文時代の遺物(第8図、図版12・13)

今回の調査区内から出土した縄文土器は、全て破片で、総点数180点、総重量2，371gである(第3表)。

分類可能なものは、早期条痕文系土器(10点、 145g )、中期加曽利E式土器(7点、 153g )、後期称名寺

式土器(17点、 350g) ・堀之内式土器 (29点、 556g )で、その他不明のものが117点、 1，166gであった。

これらのうち主体を占めるのは縄文時代後期の土器であり、無文又は小破片のため不明とされた土器片の

多くも、縄文時代後期に比定されるものが多いと考えられる。ここでは、比較的遺存状態が良く、文様の

わかるものを以下のように分類して図示した。

第1群土器早期条痕文系土器

第2群土器中期加曽利E式土器

第3群土器後期称名寺式土器

第4群土器後期堀之内式土器

図示した縄文土器は27点である。

1~3 は第 1 群土器で、いずれも胎土に繊維が含まれる。第 l 群土器は、 B 区、 2B-44グリッドを中心

に東西約12m、南北約6mの楕円形状の範囲に主に分布する傾向である。 1は口縁部の破片で、波状口縁

になるものと考えられる。竹管端部による刺突文が施されており、口唇部には員殻腹縁によるとみられる

刻みが施される。内面には貝殻条痕文が施される。 2の上部は貝殻条痕文が施されるが、下部は無文であ

る。内面は擦痕状である。 3も、外面には貝殻条痕文が地文として施され、内面は擦痕状となる。

4~8 は第 2 群土器である。第 2 群土器は特に目立った集中域をもたず、調査区全域に散発的にみられ

る傾向である。 4は口縁部の破片で、縄文が沈線によって区画されている。 7. 8には細密な条線が施さ

れており、加曽利Em式に比定されるものと考えたが、後期堀之内式に比定できる可能性もある。

9 ~14は第 3 群土器である。第 3 群土器は、 B 区に散発的に分布する傾向である。 9 は、細かい縄文が

沈線で区画される。遺存部分の縄文帯左端には、竹管端部の刺突の痕跡が観察される。浅鉢の破片と考え

られる。 10は口縁部破片で、波状口縁の波頂部付近とみられる。1O~12は、沈線で区画された J 字文の中

に、短沈線が施される。それに対し、 13・14は、中に竹管端部による列点が施されている。

15~27は第 4 群土器である。第 4 群土器は、 B 区の西半に主に分布する傾向である。 15~18は口縁部の

破片で、 16~18は波状口縁とみられる。 15は 1 条の沈線が横走する。 16は棒状工具端部などによる押捺列

が巡る。 17~19は櫛歯状工具による条線が蛇行して施されているものである。 20~23は細密な条線が直線

的に施され、 24~26はやや蛇行するものである。 27は蓋と考えられる。焼成前穿孔が 1 か所認められる。

調査区内からは、石器や喋も出土した。礁は小喋が多く、被熱の有無もはっきりしないものが多いが、

出土したものを全て石材毎に分類した(第4表)。石器は l点を図示した。 28は砂岩製の打製石斧である。

扇平な礁を素材として、片面のみに主に加工を施す。右側縁には緊縛痕とみられる痕跡が観察される。長

さ11.5cm、幅5.0cm、厚さ2.0cm、重量159.1gである。
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第3表下谷遺跡出土縄文土器組成表 (単位点数:個重量:g) 

早 期 中 期 後 期
遺構番号

堀之内
不 明 総 数

条痕文系 力日曽利E 称名寺

種別 番号 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

SB 003 8 168 4 65 17 97 29 330 

SB 004 2 18 2 18 

SD 001 l 15 4 35 5 50 

SD 006 1 10 1 10 

SD 007 1 6 3 120 9 165 13 291 

SD 010 3 12 3 12 

SH 061 l 16 1 16 

SI 001 3 24 3 24 

SI 012 1 18 1 7 7 130 17 182 26 337 

SI 014 1 46 4 1 8 3 58 

SK 003 2 21 2 21 

2A-58 1 12 1 12 

2A-59 1 28 1 46 2 27 4 101 

2A-68 2 30 2 30 

2A-76 1 22 1 22 

2A-87 l 25 l 25 

2B-35 2 30 2 30 

2B-36 2 39 2 39 

2B-42 1 23 1 23 

2B-44 1 8 2 5 3 13 

2B-46 2 8 5 26 7 34 

2B-51 l 29 29 

2B-52 2 10 2 10 

2B-53 1 12 1 12 

2B-56 33 2 1 3 34 

2B-63 1 29 1 29 

2B-70 l 13 1 13 

2B-72 1 9 4 90 3 14 8 113 I 

2B-77 1 24 1 
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早 期 中 期 後 期
数遺構番号 不 明 総

条痕文系 加曽利E 称名寺 堀之内

種別|番号 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

2C-21 1 5 1 5 

2C-22 7 1 7 

2C-41 4 l 4 

2C-64 3 1 3 

2C-71 27 1 27 

2C-75 1 10 1 10 

2C-76 1 9 l 9 

2C-84 1 1 1 

2C-94 1 35 1 35 

3B-49 1 6 1 6 

3C-02 。 。
3C-22 1 20 1 20 

3C-33 1 10 1 10 

3C-52 2 5 2 5 

3E-38 22 1 16 2 38 

3E-45 1 22 1 22 

3F-11 1 17 1 17 

3F-20 l 23 3 11 4 34 

3F-25 1 37 1 37 

3F-30 2 13 2 13 

3F-31 3 30 3 30 

3F-41 4 23 4 23 

3F-44 3 1 3 

3F-51 1 7 l 7 

3F-52 21 l 10 2 31 

3F-71 6 82 6 82 

4Eー04 2 18 2 18 

表採 4 60 2 53 6 113 

合計 10 145 7 153 17 350 29 556 117 1，166 180 2，370 
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第4表下谷遺跡出土磯組成表 (単位点数:個重量:g) 

遺構番号 砂岩 チャート 流紋岩 安山岩 泥岩 ホルンフェルス その他 合計|

種別 番号 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

SB 003 1 2 6 405 4 222 11 629 

SB 004 1 9 4 87 1 7 6 103 

SD 001 46 1，328 71 1，393 32 1，235 l 2 24 125 1 36 8 380 183 4，499 

SD 002 1 3 1 9 1 4 3 16 

SD 003 13 231 5 54 6 105 24 390 

SD 005 3 34 1 4 4 38 I 

SD 006 1 14 1 14 

SD 007 4 422 6 91 4 226 1 144 15 883 

SD 009 8 1，070 9 206 7 206 24 1，482 

SD 010 6 53 9 101 5 128 2 73 3 75 25 430 

SH 023 1 93 1 93 

SH 037 5 17 l 17 2 5 8 39 

SH 061 1 7 1 7 2 14 

SH 062 l 3 1 3 

SI 001 18 93 35 188 13 83 4 32 70 396 

SI 012 21 742 17 578 19 1，200 1 46 2 41 60 2，607 

SI 014 2 143 1 3 3 13 6 159 

SK 004 5 36 9 71 2 23 1 5 17 135 

SK 007 4 55 1 34 5 89 

SK 011 2 39 1 5 3 44 

SK 012 5 50 9 44 14 94 

SK 015 1 89 1 89 

SS 001 1 9 1 9 2 115 1 140 5 273 

2A-58 1 103 1 103 

2A-77 10 7 2 17 

2A-79 1 28 1 28 

2B-35 70 1 70 

2B-36 2 37 l 5 3 42 

2B-37 1 21 1 21 

2B-39 1 5 1 5 

2B-42 1 216 1 145 2 361 

2B-43 1 9 1 93 2 102 

2B-44 1 54 1 54 

2B-45 2 23 2 16 2 21 l 29 7 89 

2B-46 4 126 6 99 2 63 12 288 
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遺構番号 砂岩 チャート 流紋岩 安山岩 泥岩 ホルンフェルス その他 合計

種別|番号 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

2B-50 l 170 2 86 3 256 

2B-51 2 50 1 195 3 245 

2B-52 l 11 3 231 4 242 

2B-53 12 13 2 25 

2B-54 l 13 44 3 53 5 110 

2B-62 36 1 36 

2B--63 18 2 6 1 6 4 30 

2B-66 18 1 18 

2B-68 809 1 809 

2B-72 11 54 26 140 13 257 50 451 

2B-73 2 5 2 5 

2B-74 1 13 l 13 

2B-75 1 13 1 13 

2B-78 1 17 1 17 

2B-79 2 32 2 32 

2B-84 1 5 1 5 

2B-85 1 58 1 58 

2B-86 1 439 1 439 

2B-93 2 38 2 56 4 94 

2B-94 1 47 1 47 

2B-95 1 4 1 22 2 26 

2B-96 1 22 1 22 

2B-98 1 64 1 64 

2B-99 1 51 1 51 

2C-21 l 56 1 56 

2C-31 2 49 2 49 

2C-73 31 l 31 

2C-78 1 109 109 

2C-80 1 5 5 

2C-85 1 22 l 1 2 23 

2C-86 1 11 11 

2C-90 1 185 185 

3A-05 1 28 1 28 

3A-29 34 1 34 

3B-05 42 1 42 

3B-38 23 23 
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遺構番号 砂岩 チャート 流紋岩 安山岩 泥岩 ホルンフェルス その他 合計

種別|番号 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

3B-39 2 274 1 33 1 17 4 324 

3B-49 2 63 6 166 5 169 13 398 

3C-20 1 42 1 42 

3C-40 l 16 1 16 

3C-61 1 22 1 15 2 37 

3E-38 4 31 3 29 7 60 

3E-39 1 120 1 120 

3E-46 1 39 1 

3E-47 1 9 1 16 2 25 

3E-48 l 14 1 14 

3E-49 1 28 1 25 2 53 

3E-55 1 74 1 74 

3E-56 1 93 l 93 

3Eー94 1 15 1 23 2 38 

3F-13 1 27 1 375 2 402 

3F-20 12 166 16 171 7 141 1 271 2 76 38 825 

3F-22 3 18 7 87 4 35 14 140 

3F-30 1 30 1 30 

3F-31 1 2 1 2 l 4 3 8 

3F-40 1 100 1 100 

3F-60 1 16 l 16 

3F-64 1 2 1 3 2 5 

3Fー65 1 1 1 1 

3F-71 4 21 14 86 3 18 1 8 22 133 

3F-74 2 30 2 30 

3F-94 1 76 1 75 2 237 4 388 

4Eー04 1 18 1 18 

5トレンチ 2 17 3 51 2 76 1 23 2 22 10 189 

A区|一括 26 485 64 850 18 508 5 119 113 1，962 

表採 1 8 3 30 2 28 6 66 

合計 236 6，949 382 7，846 194 6，074 5 111 28 471 8 503 38 1，091 891 23，049 
ーーーーーL-・E・-ー '--・
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第2節 奈良・平安時代の遺構と遺物

奈良・平安時代の遺構としては、竪穴住居跡3軒、掘立柱建物跡2棟、方形墳墓1基、溝状遺構l条が

検出された。以下、それらを遺構種類ごとに遺構番号順に報告する。

1 竪穴住居跡

81-001 (第9~13図、図版 2 ・ 12 ・ 15)

A 区、 3F-73~75 ・ 83~85 ・ 93~95グリッドの範囲に位置する。

プランは縦長の長方形を呈し、規模は南北軸が約4.1m、東西軸が約3.4mである。主軸方位はN-40-W

である。壁はやや斜めに立ち上がり、検出面からの深さは、最大で、約0.30mである。壁溝は検出されてい

ない。

中央部で東西方向の溝状遺構8D-001と重複するが、 8D-001のほうが新しい。

床面はほぼ平坦で、ビットは、主柱穴とみられる 4か所 (P1~P4)のほか、機能は明らかでないものの、

コーナ一部などで計 6 か所検出された (P5~P10)。ピットの床面からの深さは、 P1が0.56m 、 P2が0 .48

m、P3が0.28m、P4が0.28m、P5が0.13m、P6が0.50m、P7が0.30m、P8が0.15m、P9が0.45m、P10が

0.24mである。

カマドは北壁ほぽ中央部に位置する。煙道部は方形墳墓の周溝88-001と重複するとみられるが、発掘

調査時にはその新旧関係は暖昧にされたままであった。整理作業時に土層断面等を詳細に検討した結果、

煙道部は方形墳墓88-001の部分まで延びて、 88-001を切っていた可能性が高いとの結論に達した。火床

部上面からは、支脚が直立した状態で出土した。

図示した遺物は5点である。 1・2・5はカマド中から、 3・4は覆土中から出土したものである。 1

~3 は土師器杯である。いずれも器面の磨耗が著しく、調整痕がはっきりしないが、非ロクロの杯である。

1は、口縁部内面に油煙痕と考えられる黒色の部分が認められる。 4は須恵器聾の胴部破片である。外面

には平行タタキ目が、内面にはハケナデ痕がみられる。 5はほぼ完形の支脚である。上面は平坦になって

おり、断面形は概ね円形である。長さ24.3cm、幅9.7cm、厚さ8.5cm、重量1，129，2gである。

81-012 (第14~17図、図版 3 ・ 12 ・ 14 ・ 15)

B区、 3B-15.16 ・ 24~27 ・ 34~37グリッドの範囲に位置する。

東側は確認トレンチによって失われたが、プランは横長の長方形を呈するものと考えられる。規模は南

北軸が約3.8m、東西軸が推定約5.4mで、主軸方位はN-6O-Eである。壁はやや斜めに立ち上がり、検出

面から床面までの深さは最大で、約0.30mである。壁溝が、カマド東側の北壁と南壁の中央部の一部を除い

て検出された。壁溝の底面までの深さは、床面から0.11mである。

中央部西側で、屈曲する溝状遺構SD-007と重複するが、 SD-007のほうが新しい。

床面はほぼ平坦で、遺存部分からはピットが5か所検出された。ピットはいずれもしっかりした掘形で

はない。ピットの床面からの深さは、 P1がO.03m、P2がO.Olm、P3がO.l1m、P4が0.08m、P5が0.41mで

ある。

カマドは北壁で検出された。北壁のほぼ中央部に位置するとみられる。煙道部は長く延びる。

図示した遺物は13点である。いずれも覆土中から出土した。 1~10は土師器である。 1 は非ロクロの杯、
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第13図 81-001出土遺物

2~5 はロクロ杯である。 1 は、器面が磨耗しておりはっきりしないが、外面に黒色処理が施されていた

可能性がある。 2~5 の底部の切離しは、いずれも回転ヘラ切りとみられる。 4 は内外面黒色処理が施さ

れていた可能性がある。 6・7は皿である。 6の底部切離しは回転ヘラ切りである。 7の体部下端は回転

ヘラケズリが施される。 8はつまみ部の欠損した香炉蓋とみられる。内外面ロクロ調整であるが、天井部

外面には回転ヘラケズリが施される。外面は赤褐色を呈しており、赤彩が施されていた可能性もある。 9

は聾の口縁部、 10は台付聾の接合部とみられる。 11~13は須恵器である。 11は壷の肩部破片で、外面には

厚く自然粕がかかる。 12・13は棄の胴部破片とみられる。 12は外面には平行タタキ目がみられ、内面は当

て具痕がナデ消されている。胎土に雲母を多量に含むのが特徴的である。 13は暗褐色を呈するもので、器

厚が非常に薄い。外面には平行タタキ目がみられるが、内面は磨滅が著しく調整痕は観察できない。

出土遺物は、これらのほか杯の底部片が5個体分、蓋の体部片が4個体分認められた。
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第16図 81-012遺物出土状況

81-014 (第18-22図、図版4・12・14)

B区、 2B-92-94、3B-03-05グリッドに位置する。

セミ玉~

実三手考f"

唖喝事112

メ二斗~s 

11 ¥ ，1'守
10 

(F半、

1/80 4m 

壁はほとんど遺存しておらず、カマドと、主柱穴とみられるビット、及び床面と考えられる硬化面が一

部検出されたのみであるが、カマドと柱穴の配置から、プランは一辺4.4mほどの方形を呈していたもの

と推定される。主軸方位はN-260-Wである。検出面から床面までの深さは約0.15mである。壁溝は検出

されていない。

北西部を中心に、掘立柱建物跡8B-003の柱穴などと重複するが、 8B-003のほうが新しいとみられる。

床面はほぼ平坦で、カマド周辺に 2か所、硬化面が認められた。柱穴は、主柱穴とみられる 4か所

(P1-P4)のほかに、貯蔵穴とみられるものがカマド東脇に lか所 (P5)検出された。ピットの検出面か

らの深さは、 P1が0.38m、P2が0.31m、P3が0.22m、P4がO.26m、P5がO.30mである。

カマドは北壁で検出された。北壁のほぼ中央部に位置するとみられる。煙道部は上部が削平され、底面

のみが露出した状態で検出されたとみられ、本来は長く延びていたものと考えられる。

図示した遺物は9点である。 1-4・6-8はカマド西脇から、それぞれほほ完形で、伏せた状態で集

中して出土したものである。 5は覆土中から、 9はカマド東脇から出土した。 1-9は全て土師器で、 1

-5はいずれも非ロクロの杯である。 1の内面には暗文が施されている。体部の暗文は斜格子状、底部の
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第17図 81-012出土遺物

ヒ主J

11 

。 1/3 10an 

暗文は螺旋状を呈している。2は外面底部に墨書文字が認められる。器面が磨滅・磨耗しており肉眼では

はっきりしないが、赤外線写真で観察すると、実測図とは天地逆に 1文字書かれているようである。「庫」

や「匝」などの可能性が考えられる。3は器面が磨耗しており、調整痕がはっきりしない。4の内面も、

器面が磨耗してはっきりしないが、ミガキが施されている可能性がある。5は小振りの杯で、外面体部に

は横方向のヘラケズリ痕が大きく残されている 。 6 は鉢である 。 底部は丸底気味で不安定である 。 7 ~ 9

は費で、 7は口縁部破片、 8は頚部破片、 9は底部破片である。
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第22図 81-014出土遺物

2 掘立柱建物跡

8B-003 (第23・24図、図版5) 

B 区、 2A-89 ・ 99 、 2B-80~82 、 3A-09 ・ 19 、 3B-OO~ 02 ・1O~12グリッドに位置する掘立柱建物跡で、

身舎梁行2間 (3.4m) X桁行3間 (4.2m)、桁行方位はN-10-Eとなる南北棟の四面廟建物である。柱聞

は梁行1.7m、桁行1.4mである。柱穴掘形の平面形は、現状で一辺0.50m~0 .80m ほどの隅丸方形である。

検出面からの深さはO.10m~0.30m ほどである。身舎の中央部付近から、黄灰色の山砂の堆積が認められ

た。
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妻柱の両脇、やや内側に入る位置に柱穴が見られ、床束の柱穴と判断されることから、少なくとも身舎

は高床構造であったと考えられよう。また、廟の出は、現状で東側が1.6m、南側と西側が1.3m、北側が

1.2mを測るが、南側・西側・北側が等間隔で、東側のみが広くなっていたものと考えられ、東側が正面

であった可能性が高い。

周囲をL字状に取り巻く溝状遺構8D-007は、この建物に伴う区画溝と考えられる。 8D-007が竪穴住居

跡81-012を切っていることから、当遺構も竪穴住居跡81-012より新しいと考えられる。

遺物は、掲載していないが、柱穴覆土やその周辺から、土師器の小破片と縄文土器片が少量出土した。

8B-004 (第25・26図、図版4・12)

B 区、 2B-65~67 ・ 75~77 ・ 85~87グリッドに位置する掘立柱建物跡で、建物規模は、梁行 2 間 (3.4 m)

×桁行3間 (4.5m)、桁行方位はN-50-Wとなる南北棟の側柱建物である。柱聞は梁行1.7m、桁行1.5m

である。柱穴掘形の平面形は、現状で径0.30m~O.80m ほどの隅丸方形または円形である。検出面からの

深さは0.30m~0.70m ほどである。

8B-003に伴う区画溝とみられる溝状遺構8D-007に切られており、 8B-003よりも古いものと考えられる。

図示した遺物は1点である。 1はP9覆土中から出土した土師器非ロクロの杯である。内外面とも、器

面の磨耗が著しい。
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3 方形墳墓

8Sー001・8K-D03・8K-004(第27-32図、図版5・6・16・17)

発掘調査段階では、 88-001は方形周溝状遺構、 8K-003・8K-004は土坑として、それぞれ異なる遺構と

見なされていたが、整理作業時に検討を加えた結果、同じ方形墳墓の周溝と主体部2基である可能性が高

いと判断されるに至ったため、 88-001、8K-003、8K-004の順にまとめてここで報告する。

88-001は、 A区、 3F-33-35・42-46・52-56・62-66・72-75グリッドに位置する、方形墳墓の周溝

である。周溝は南東隅以外は連続しているが、本来は全周していた可能性がある。周溝の幅は最大で1.2

mほどである。断面形は緩いU字形を呈し、検出面からの深さは0.26mである。覆土は、焼土粒を含む暗

褐色土を主体とする。
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6.暗褐色土焼土粒(1醐-2醐大)僅散
7.褐色土
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第27図 88-001
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墳墓は、周溝内側で南北5.l1m、東西5.50mを測り、ほほ正方形を呈する。軸方向はN-20-Wである。

検出面における周溝内側の標高は、北西隅が最も高く56.9m、南西隅が56.7m、北東隅が56.5m、南東隅

が最も低く56.4mであり、北西から南東に向かつて低くなる緩斜面に造られたものとみられる。東側のほ

とんどを確認調査トレンチにより欠失しているが、南側周溝が西から束、西側周溝が北から南に向かつて

細くなっていることから、周溝は、地形に対し平坦になるよう掘られたものと判断される。

南側周溝の南には奈良時代の竪穴住居跡81-001が存在し、僅かに重複する。発掘調査時には、その新旧

関係は暖昧にされたままであったが、整理作業時にこの部分における土層断面等を詳細に検討した結果、

Sト001の長く延びる煙道部が88-001を切っていた、つまり方形墳墓88-001よりも竪穴住居跡81-001のほ

うが新しい可能性が高い、との結論に至った。

88-001からは、図示していないが、土師器の小破片が少量出土した。

8K-003は、 A区、 3F-53・54・63・64グリッド、 88-001周溝内側の南西部に位置する土坑である。覆

土には貝層が認められたが、整理作業時にその中に、貝類のほか火葬人骨や鉄釘が含まれていたことが明

らかとなり、 8Sー001に伴う主体部と判断されるに至った。

8K-003の平面形は、東西1.38m、南北1.25mと僅かに東西方向が長い隅丸方形を呈する。検出面の標高

は56.67m-56.75mである。断面形は、底面がやや平坦になっており、逆台形状を呈する。検出面からの

j菜さは0.37mである。

土坑中央部で検出された貝層は、検出面から中位までは土坑中央に、底面付近では底面全体に広がって、

混土貝層または混貝土層の状態で存在していた。貝層は、以下のとおり 8つの部分(遺物番号4-7・33・

34・36・37)に分けて、全て回収を行った。

まず、検出時に4か所の員散布域として捉えられたことから、その平面図を作成し、それぞれに 4-7

の遺物番号を付し、回収した(第28図)。次に、員層の中央を東西に横断するよう幅0.15m、長さ1.20m

ほどのトレンチを設定し、このトレンチ内の員層を遺物番号34として回収した。さらに土層断面を図化し

たあと、土坑中央部の貝類の密集した部分を30叩 x30叩 x10咽角に上下2カット切り取り、回収した。そ

の際上層のカットには36、下層のカットには37の遺物番号を付した。そして、これら以外の部分の員層を

全て遺物番号33として回収した。

回収された員層は遺物番号別に全て水洗選別したが、その際、員層中に火葬人骨が含まれていたことが

明らかになった。員類については同定作業を行い(主として奥谷喬司 1983 r自然観察シリーズ18 日本
の員』小学館 を参考にした)、分類別に重量を計った(第5表)。

同定された貝類は、以下のとおりである。

腹足網 Class GASTROPODA 

古腹足目 OrderVetigastropoda 

ニシキウズガイ科 FamilyTrochidae 

イボキサゴ Umboniummoniliferum 
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第28図 SK-003

盤足目 OrderDiscopoda 

ウミニナ科 FamilyBatillariidae 

ウミニナ Batillariamultiformis 

タマガイ科 FamilyNaticidae 

ツメタガイ Glossaulaxdidyma 

新腹足目 OrderNeogastropoda 

アッキガイ科 FamilyMuricidae 

アカニシ Rapanav，θnosa 

ムシロガイ科 FamilyNassariidae 

アラムシロ Reticunassafestiva 

エゾパイ科 FamilyBuccinidae 

パイ Balyloniajaponica 

イトマキボラ科 FamilyFasciolariidae 

ナガニシ Fusinus perplexus 

Qυ 
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第29図 SK-003鉄釘出土状況

二枚貝綱 ClassBIVALVIA 

フネガイ目 OrderArcoida 

フネガイ科 FamilyArcidae 

サルボウガイ Scapharcakagoshimensis 

カキ目 OrderOstreoida 

イタヤガイ科 FamilyPectinida 

イタヤガイ Pectenalbicans 

イタボガキ科 FamilyOstreidae 

イタボガキ Ostreadenselamellosa 

マガキ Crassostr，θaglgas 
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マルスダレガイ目 OrderVeneroida 

バカガイ科 FamilyMactridae 

バカガイ Mactrachinensis 

シオフキ Mactraveneriformis 

アリソガイ Coelomactraantiquata 

マテガイ科 FamilySolenidae 

マテガイ Solenstrictus 

マルスダレガイ科 FamilyVeneridae 

カガミガイ Phacosomajaponicum 

アサリ RuditapesphiJjppinarum 

ハマグリ Meretrixlusoria 

オキシジミ Cyc1inasinensis 

オオノガイ目 OrderMyoida 

オオノガイ科 FamilyMyidae 

オオノガイ Mya(ArenomyaJ arenaria oonogai 

また、鉄釘が出土しており、平面的には北辺と南辺にまとまる傾向が捉えられた(第29図)。さらに、

四隅に定量の分布が認められることから、木植の存在が想定され、鉄釘の分布範囲が木植の規模を示して

いるものと考えられよう(第3章第2節2参照)。

図示したSK-003出土遺物は、鉄釘27点(第30・31図)である。鉄釘は、図示したもののほかにも、遺

存状態が悪くいずれにも接合しない破片が数点出土している。

鉄釘はいずれも基本的には断面形が方形で、頭部は上面形が方形で、軸に対してあまり張り出きない同

タイプのものとみられる。ただし、 1-3・6は完形であるが、 105.5mm-62.0mmと、長さにばらつきが

認められる。また、ほとんどのものに木質の付着が認められるが、木目の方向を観察すると、同じ 1本の

鉄釘の上部と下部で方向が異なっているものが多く観察される。木目方向は、基本的に、釘の頭部が横方

向、端部が縦方向となるようであり、これは木植の板厚を示しているものと考えられる。木目の方向は、

釘の頭部から 3咽-4咽程度で変わっているものが多く認められることから、板厚は概ね1すであったと

推定される。頭部と端部で木目が同じ方向になるものは、蓋板か底板を打った釘の可能性があろう。

鉄釘のほかには、縄文土器と土師器の小破片が少量出土したが、図示していない。
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第5表 SK-003出土貝類等重量表 (単位:g) 

34 36 37 
遺物番号 4 5 6 7 33 

(トレンチ (上層 (下層 1口為 三ロまt
(貝一括)

一括) 一括) 一括)

イボキサゴ 77 2 1，669 2，452 486 1，922 6，608 I 

ウミニナ 4 86 121 36 88 335 

ツメタガイ 78 2 804 888 263 866 2，901 

アカニシ 124 113 603 136 129 1，105 

アラムシロ 1 11 20 6 23 61 

パイ 11 36 11 58 

ナガニシ 21 21 

巻員小破片 1 6 159 240 73 307 786 

サルボウ 2 19 2 723 1，078 455 605 2，884 

イタヤガイ 1 1 

イタボガキ 77 130 63 39 309 

マガキ 17 124 147 52 111 451 

バカガイ 32 70 65 176 343 

シオフキ 7 613 1，098 292 680 2，690 

アリソガイ 22 378 332 71 148 951 

マテガイ 1 5 7 3 5 21 

カガミガイ 106 511 327 123 291 1，358 

アサリ 4 102 7 1，345 2，244 479 1，587 5，768 

ハマグリ 64 1，295 1，567 622 1，434 4，982 

オキシジミ 2 4 28 11 45 

オオノガイ 15 293 283 107 363 1，061 

二枚貝小破片 4 80 3 4 3，285 3，406 959 3，728 11，469 

不明貝類 l 11 23 10 67 112 

火葬人骨 1 1 10 l 106 119 

t口』 言十 11 725 7 13 11，548 15，107 4，342 12，686 44，439 
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第31図 SK-003出土鉄釘 (2)

第6表 SK-003出土掲載鉄釘計測表

1 1 
18 

挿図 番号 遺存状態
頭部側 先端部側

現存長(mm)
頭部幅(mm)X 身幅(mm)X 

重量(g ) 
木目方向 木目方向 厚さ(mm) 厚さ(mm)

第30図 頭部~先端(完形) 横 縦 105.5 6.5X6.0 5.0X4.0 14.6 

第30図 2 頭部~先端(完形) 横 縦 92.0 6.7X4.5 4.5X4.0 8.5 
第30図 3 頭部~先端(完形) 横 縦 79.0 7.0X5.5 4.0X3.7 8.8 

第30図 4 頭部~中位 横 なし 59.5 7.0X5.7 5.5X4.0 9.0 

第30図 5 先端のみ欠 横 縦 59.0 6.0X5.0 3.8X4.5 6.6 

第30図 6 頭部~先端(完形) 横 縦? 62.0 6.0X6.0 4.5X4.0 5.6 

第30図 7 先端のみ欠 横 なし 54.0 5.2X6.0 4.5X4.5 8.7 

第30図 8 先端のみ欠 横 縦 53.0 5.0X4.5 3.5X3.5 5.4 
第30図 9 先端のみ欠 横 なし 48.0 8.0X6.8 4.5X3.5 7.0 

第30図 10 頭部~中位 横 不明 53.0 6.0X7.5 4.5X4.5 6.9 

第30図 11 先端のみ欠 横 縦 51.3 7.5X5.0 5.0X4.5 6.1 

第30図 12 頭部~中位 横 不明 44.5 7.0X6.5 5.0X4.5 8.3 

第30図 13 先端のみ欠 横 不明 51.0 6.3X5.5 5.0X4.3 7.3 

第30図 14 頭部~中位 横 なし 42.0 4.8X5.5 3.5X5.0 4.6 

第30図 15 頭部~中位 横 なし 46.5 6.5X5.8 5.5X4.2 6.4 
第30図 16 頭部~中位 横 なし 43.5 7.0X5.8 5.0X4.0 7.1 

第31図 17 頭部~中位 横 なし 39.5 6.0X5.5 4.5x4.0 5.4 
第31図 18 頭部~中位 横 なし 32.0 6.2X4.5 5.0X4.5 5.4 
第31図 19 頭部~中位 横 なし 37.0 7.0X6.5 5.0X4.0 3.5 

第31図 20 頭部~中位 横 横? 28.5 6.5X5.8 3.5X4.0 4.2 

第31図 21 頭部~中位 横 なし 17.0 7.0X4.8 5.5X4.0 2.0 

第31図 22 中位 横 縦 48.5 4.0X5.0 3.8 
第31図 23 中位 なし 横? 34.5 3.0X3.0 1.8 

第31図 24 中位 なし 横 33.0 3.2X3.0 1.7 

第31図 25 中位 横 不明 27.8 4.7X4.5 2.3 

第31図 26 中位~先端 横 横 37.0 4.0X4.0 2.3 

第31図 27 中位 縦 縦 14.0 3.0X3.0 0.9 
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8K-004は、 A区3F-64・65・74・75グリッド、 88-001の南部に位置する土坑である。周溝88-001と一

部重複する。平面形は東西1.45m、南北1.20mの不整形を呈するが、複数のピットが重複しているようで

ある。断面形は概ねV字形を呈する。検出面からの深さは、最も深いところで0.50mほどである。覆土は、

焼土粒を含む暗褐色土を主体としている。

8K-004からは遺物は出土しておらず、詳細は明らかでないが、 88-001に伴う主体部であった可能性が

高いと考えられる。

⑧ 

A 56.7m 

4 溝状遺構

8D-007 (第7・33図、図版11・14)

A' . 

A' . 
SK-004 

第32図 8K-004

1.やや暗い暗褐色土焼土粒 (lmm-3mm大)少散
2.褐色土特に混入物なし
3.暗褐色土特に混入物なし

。 1/40 2m 

B 区、 2B-36 ・ 46.56 ・ 65 ・ 66 ・ 75 ・ 76 ・ 85 ・ 86 ・ 95 ・ 96 、 3A-28 ・ 29 ・ 38 ・ 39 、 3B-20~26 ・ 30~34

グリッドで検出した溝状遺構である。南北方向一東西方向に屈曲し、 L字形を呈する。検出された長さは

南北方向が約19m、東西方向が約15mである。幅は約1.2m、検出面からの深さは最も深いところで0.65

mほどで、断面形は緩いU字形である。掘立柱建物跡8B-003に伴う区画溝と考えられる。

図示した遺物は 1点である。 1は、土師器高台付杯の高台部破片である。

。 1/3 10an 

第33図 8D-007出土遺物
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5 遺構外出土遺物(第34図、図版12・14・15)

ここでは、遺構外から出土した、奈良・平安時代の遺物を図示する。ただし、遺構覆土から出土してい

ても、その遺構に伴わないと判断されるものも含む。

1 ~ 7は、土師器非ロクロの杯である。 1~ 5・7は器面の磨耗が著しく、調整痕ははっきりしない。

6の体部内面には、放射状の暗文が認められる。 8~12は土師器聾の破片である。 13 ・ 14は須恵器杯蓋で

ある。 13のつまみ部は剥落している。 15~20は須恵器聾と考えられる。 15は口縁部破片、 16~20は胴部破

片である。 16の内面には同心円状の当て具痕が残されている。

入二しノ \~A~_/ 
1(3F-21) 

グ
5(SD-D02) 4ク

4(3F-81) 7 
(SD-DOl) 

に」正グ ¥ レイデ
10(3B-29) 11(2B-71) 

メ三三三三=一阜、
13(3C-62) 14(2B-95) 

" .~傘 I ~静/、・.. 18(2Bー79)

17(3B-38) 。 1/3 

第34図 奈良 ・平安時代の出土遺物
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第3節 中世以降の遺構と遺物

ここでは、基本的に中世以降と考えられる遺構を報告するが、時期が特定できない遺構の多くも中世以

降のものである可能性が高いため、それらもまとめて、遺構種類ごとに遺構番号順に、ここで報告するこ

ととする。

なお、調査区内からは多数のピットが検出されたが、ほとんどが時期及び機能不明である。それらは第

47~49図に全て掲載したが、掲載されたピットのうち、 rSHJ の遺構番号をもつものは発掘調査時に時期

及び機能不明とされたものである。一方、遺構番号をもたないピットは、発掘調査時には竪穴住居跡や掘

立柱建物跡を構成する柱穴と考えられたが、整理作業時に検討を加えた結果、その根拠に欠けると判断さ

れたものである。

l 土坑

SK-001 (第35図、図版7) 

A区、 3F-85・86グリッドに位置する土坑である。土層断面の観察から、重複するSD-001より古いと

みられる。平面形は長軸1.35m、短軸0.80mの楕円形を呈する。底面はやや平坦で、断面形はほぼ逆台形

状を呈する。検出面からの深さは0.42mである。

遺物は出土しておらず、時期や機能等は不明である。

SK-002 (第36図、図版7) 

A区、 3F-95・96グリッドに位置する土坑である。平面形は長軸2.55m、短軸1.60mの三角形状を呈す

る。底面はやや平坦で、断面形は逆台形状を呈する。検出面からの深さは0.46mである。

遺物は出土しておらず、時期や機能等は不明である。

SKー005(第37図)

A区、 3E-99、3F-90グリッドに位置する土坑である。 SD-001と接するが、新旧関係は不明である。平

面形は長軸1.30m、短軸1.00mの楕円形を呈する。底面はやや凹凸がある。検出面からの深さは0.33mで

ある。

遺物は出土しておらず、時期や機能等は不明である。

SK-006 (第38図)

A区、 4E-08・18グリッドに位置する土坑である。南側は急斜面のため調査できなかった。平面形は楕

円形とみられ、調査部分で長軸1.20m、短軸0.50m以上である。底面はやや平坦で、断面形は逆台形状を

呈する。検出面からの深さは0.21mである。

遺物は出土しておらず、時期や機能等は不明である。
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SK-007 (第38図)

A区、 4E-07.17グリッドに位置する土坑である。南側は急斜面のため調査できなかった。平面形は円

形または楕円形とみられ、調査部分で長軸1.10m、短軸0.65m以上である。断面形はU字形を呈する。検

出面からの深さは0.35mである。

遺物は土師器の小破片が少量出土したが、遺構に伴わない混入物と判断され、遺構の時期や機能等は不

明である。

SK-008 (第39図、図版7) 

A 区、 3E-95~97グリッドに位置する土坑である。北側はSD-001 と重複するが、新旧関係は不明で、あ

る。平面形は不整形を呈するようであり、調査部分で、長軸2.50m、短軸1.50m以上である。断面形は緩い

U字形を呈する。検出面からの深さは0.38mである。

遺物は出土しておらず、時期や機能等は不明である。

SK-009 (第40図、図版8) 

A区、 3F-72グリッドに位置する土坑である。平面形は長軸1.00m、短軸0.80mの楕円形を呈する。断

面形はV字形を呈する。検出面からの深さは0.44mである。

遺物は出土しておらず、時期や機能等は不明である。

SK-010 (第40図、図版8) 

A区、 3F-71グリッドに位置する土坑である。平面形は長軸1.35m、短軸1.20mの円形を呈する。底面

はやや平坦で、あるが、別のビット 1基と重複するような窪みがある。断面形はV字形を呈する。検出面か

らの深さは0.33mである。

遺物は土師器の小破片が少量出土したが、遺構に伴わない混入物と判断され、時期や機能等は不明であ

る。

SK-Oll (第41図、図版8) 

A区、 3E-85グリッドに位置する土坑である。平面形は長軸0.90m、短軸0.85mの円形を呈する。断面

形はU字形であるが、中央部がやや鋭く落ち込む。検出面からの深さは0.45mである。

遺物は出土しておらず、時期や機能等は不明である。

SK-012 (第42図、図版9) 

A区、 3F-44・45.54・55グリッドに位置する土坑である。 SK-013とつながっているが、新旧関係は

不明である。平面形は長軸1.50m、短軸1.20mの楕円形を呈する。断面形はほぼ緩いU字形であるが、底

面にやや段がみられる。検出面からの深さは0.41mである。

遺物は出土しておらず、時期や機能等は不明である。
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SK-013 (第42図、図版9) 

A区、 3F-44・54グリッドに位置する土坑である。 SK-012とつながっているが、新旧関係は不明であ

る。平面形は長軸O.95m、短軸O.75mの楕円形を呈する。断面形はほぼ緩いU字形であるが、底面にやや

段がみられる。検出面からの深さはO.26mである。

遺物は出土しておらず、時期や機能等は不明である。

SK-014 (第43図)

B区、 2C-71グリッドに位置する土坑である。平面形は径O.70mの円形を呈する。断面形はほぼ逆台形

を呈する。検出面からの深さは0.16mである。

遺物は出土しておらず、時期や機能等は不明である。

SK-015 (第44図、図版9) 

B区、 3B-29グリッドに位置する土坑である。平面形は径O.60mの円形を呈する。断面形は緩いU字形

を呈する。検出面からの深さは0.17mである。

遺物は、土師器の小破片が少量出土した。検出面で焼土の散布がみられたことから、炉などであった可

能性も考えられる。

SK-016 (第45図)

B区、 2C-32・42グリッドに位置する土坑である。平面形は長軸1.40m、短軸0.45mの長楕円形を呈す

る。底面はほぼ平坦で、断面形は逆台形状を呈する。検出面からの深さはO.16mである。

遺物は出土しておらず、時期や機能等は不明である。
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2 溝状遺構

SD-001 (第6図、図版9・12)

A区、 3E-71-73・80-83・85-89・93・95-99、3F-08・09・18・19・28・38・48・58・68グリッド

で検出した、調査区を東西に走る溝状遺構である。検出された長さは約32m、幅は約1.8mである。断面

形は緩いU字形を呈し、検出面からの深さは0.18m-0.48mである。覆土は焼土粒や炭化粒を少量含む、

ややしまりのない暗褐色土を主体とする。

図示した遺物は 1点である。第46図1は、凝灰岩製の砥石である。図上面が折れ面となっている以外は、

全ての面が使用されている。現存の長さは5.8咽、幅は3.2個、厚さは2.6畑、重量45.2gである。遺物はこ

のほかには縄文土器の小破片が少量、土師器の小破片が少量出土したのみであるが、いずれも当遺構に伴

わない混入物と判断される。遺構の時期は、遺構の状況等から中・近世以降とみられる。

日
出ハυ
。

門
い
も 。 1/3 10伺

第46図 SD-001出土遺物

SD-002 (第6図、図版10)

A区、 3F-75・76グリッドで検出した溝状遺構である。検出された長さは約2.5m、幅は約0.8mである。

断面形は緩いU字形を呈し、検出面からの深さは0.16mである。覆土は焼土粒や炭化粒を少量含む暗褐色

土を主体とする。底面に硬化面が検出されたことから、道として機能していたものと考えられる。

遺物は土師器の小破片が少量出土したのみである。このうち 1点を図示したが(第34図5)、いずれも

遺構に伴わない混入物と判断される。遺構の時期は、遺構の状況等から中・近世以降とみられる。

SD-003 (第6図、図版10)

A区、 3E-28・29・38・39・49・59・69、3F-50・60・70・80グリッドで検出した溝状遺構である。検

出された長さは約12.5m、幅は約0.5mである。断面形は緩いU字形を呈し、検出面からの深さは0.08mで

ある。覆土は特に混入物の認められない暗褐色土を主体とする。

遺物は出土していないが、時期は遺構の状況等から中・近世以降とみられる。
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SD-004 (第6図)

A区、 3F-61・62グリッドで検出した溝状遺構である。検出された長さは約3.5m、幅は約0.7mである。

底面は平坦で、断面形は逆台形を呈し、検出面からの深さは0.08mである。覆土は焼土粒を少量含む暗褐

色土を主体とする。

遺物は出土していないが、時期は遺構の状況等から中・近世以降とみられる。

SD-005 (第6図、図版10)

A区、 3F-60・61グリッドで検出した溝状遺構である。検出された長さは約1.1m、幅は約0.7mである。

断面形は緩いU字形を呈し、検出面からの深さは0.06mである。

遺物は土師器の小破片が少量出土したが、遺構に伴わない混入物と判断される。遺構の時期は、遺構の

状況等から中・近世以降とみられる。

SD-006 (第6図)

A区、 3F-14・15グリッドで検出した溝状遺構である。検出された長さは約1.9m、幅は約0.6mである。

断面形は緩いU字形を呈し、検出面からの深さは0.10mである。

遺物は縄文土器と土師器の小破片が少量出土したが、いずれも遺構に伴わない混入物と判断される。遺

構の時期は、遺構の状況等から中・近世以降とみられる。

SD-009 (第7図、図版11)

B区、 3B-34. 35 ・ 44 ・ 45.64 ・ 74 ・ 84 ・ 85 ・ 94 ・ 95 、 3C-40~42 ・ 50 ・ 51 グリッドで検出した溝状遺

構である。検出された長さは約15.0m、幅は約2.0mである。断面形は段状を呈し、検出面からの深さは

最も深いところで、0.90mである。覆土中に硬化面が数層みられることから、道として機能していたものと

考えられる。

遺物は土師器の小破片が少量出土したが、いずれも遺構に伴わない混入物と判断される。遺構の時期は、

遺構の状況等から中・近世以降とみられる。

SD-010 (第7図)

B区、 2C-32・42・51・52・61・71・81・90・91、3B-39・49、3C-00・01・10・11・20・30・40グリッ

ドで検出した溝状遺構である。検出された長さは約23.0m、幅は約1.4mである。断面形は緩いU字状を

呈し、検出面からの深さは最も深いところで0.40mである。覆土はローム粒を含む暗褐色土を主体とする。

遺物は縄文土器、土師器、須恵器の小破片がそれぞれ少量ずつ出土したが、いずれも遺構に伴わない混

入物と判断される。遺構の時期は、遺構の状況等から中・近世以降とみられる。
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第3章まとめ

下谷遺跡では、縄文時代~奈良・平安時代、中世以降の遺構・遺物が検出された。ここではこれらにつ

いて、時代毎に若干考察を加えてまとめてみたい。

第 1節縄文時代

縄文時代は、調査区内から遺物が出土したのみで、遺構は検出きれなかった。概して遺物の総量は多く

はなく、分布も散漫な状況ではあるが、早期・中期・後期の土器が認められ、それらが時期毎にやや異な

る分布傾向を見せるようである。このうち特に早期の土器はB区、つまり調査区西側地区の、北側の斜面

部で多く出土した。調査区内からは喋も出土しているが、ほぼ同じ部分に多い傾向である。このことから、

出土した礁の多くは、早期に位置づけられるものと考えられよう。

中期・後期の土器、特に後期の土器は主体を占めるものであるが、明確な集中域をもたない傾向である。

強いて言えばA区よりもB区に多く、また北側斜面部に多いという、早期と同様の傾向が指摘できるが、

早期ほど明確なものではない。

なお、発掘調査時に「縄文時代の竪穴住居跡」と考えられたピット群があったが、遺物が皆無である上、

上記の分布傾向とは全く異なる場所に位置していたことから、本報告書では住居跡とは見なさず、時期不

明のピットとして扱うこととした。

第2節奈良・平安時代

l 下谷遺跡の変遷

下谷遺跡で主体となるのは奈良・平安時代の遺構・遺物である。奈良・平安時代の遺構としては、竪穴

住居跡3軒、四面廟建物を含む掘立柱建物跡2棟、火葬骨を納めた主体部をもっ方形墳墓1基などが検出

された。これらの遺構のうち、時期がほぼ確定できるのは竪穴住居跡であるが、ほかの遺構も、竪穴住居

跡との切合い関係によっておよその時期を押さえることができる。また、それによって奈良・平安時代に

おける下谷遺跡の流れを推定することも可能である。そこでまず、それぞれの遺構の時期について考えて

みたい。

竪穴住居跡は、いずれも遺構の遺存状態は悪いが、遺物の遺存状態は比較的良いものが多い。そうした

遺物をもとに竪穴住居跡の時期を考えてみると、 81-001と81----{)14が8世紀中葉頃でほぼ同時期とみられ、

81-012がそれらより新しく、 9世紀中葉頃に比定されよう。

方形墳墓については、周溝 (88----{)01)からも主体部とみられる土坑 (8K-003・004)からも時期を特

定できる遺物が出土していない。しかし、検出された竪穴住居跡のうち、 8世紀中葉に比定できる81-001

が方形墳墓の周溝88-001を切って構築されていたとみられることから、少なくとも 8世紀中葉の下限が

与えられ、火葬の始まりが700年とされていることから、 8世紀前半代に築造されたものと考えられる。

掘立柱建物跡については、検出された2棟のうち、 1棟については時期を考える上で手がかりとなる遺

物が出土している。 2問X3間の側柱建物である8B-004の柱穴から出土した土師器杯で、 8世紀中葉に
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比定されるものと考えられる。これが遺構の時期を表しているかどうかはっきりしない面もあるが、 81-

001や81-014などの竪穴住居とほぼ同じ時期にあったとみることはできょう。

一方、区画溝を伴う四面廟建物とみられる8B-003については出土遺物がないが、 8B-D04が8B-003に伴

う区画溝8D-007によって切られていることから、少なくとも8B-D04よりも8B-003のほうが新しい建物と

考えることができる。さらに、 8D-D07は竪穴住居跡81-D12を切っていることから、 81-012の時期である

9世紀中葉よりも新しいということができょう。

ところで8B-003と8B-D04はどちらも 2間X3間の側柱建物であるが、 8B-003には四面廟と床束、そし

て区画溝が伴う。同じ建物を、より立派なものに建て替えたという可能性も考えられるのではないだろう

か。 8B-003は四面廟建物であり、竪穴住居跡81-012から香炉蓋が出土していることなどから、仏堂(寺)

であった可能性が考えられ、その前身建物と考えられる8B-004にも同様の性格が起想される。

以上のことから、奈良・平安時代の下谷遺跡を描いてみると、まずは正陵上の最も鎗水川沿いの見晴ら

しの良い部分に、 8世紀前半代に方形墳墓が築かれるようである。そしてその後の8世紀中頃、 81-D01・

81-014の2軒の竪穴住居と掘立柱建物8B-004が営まれる。 2軒の竪穴住居はほぼ同時に存在したとみら

れるが、遺物の内容から若干81-014の方が古い可能性もある。また、その頃には方形墳墓の周溝はほぼ埋

まっていたようであるが、方形墳墓に隣接する81-001は、方形墳墓を意識して営まれ、 8B-004と81-014

は近接することから、それぞれを意識して営まれていたのかもしれない。時代は下って9世紀中頃、竪穴

住居81-D12が営まれる。その後、この住居が廃絶されてから、溝状遺構8D-007によって区画された四面

廟の掘立柱建物8B-D03が建立される。 8B-003は、 8B-004にかわって建てられたものと考えられる。

下谷遺跡は、火葬墓を主体部とする方形墳墓と 2棟の掘立柱建物跡、 3軒の竪穴住居跡からなる、奈良

時代から平安時代初頭の遺跡である。竪穴住居は、墳墓や、仏堂と考えられる掘立柱建物を意識して建て

られており、全体が宗教的な施設として機能していたものと考えられる。そしてこれが、更に時を経て、

現在遺跡内に存在する宮田神社へとつながっていったものかもしれない。

2 方形墳墓主体部 (8K-003)について

8K-003は、方形墳墓88-001の墳正南西四半部の中央に位置する土坑である。覆土から員層とともに火

葬人骨や鉄釘が出土したことから、方形墳墓の主体部と考えられる。この主体部について、若干の考察を

加えてみたい。

まず、鉄釘が出土していることについてであるが、鉄釘は合計27点を図示した(第30・31図)。これら

のうち21点については出土位置の記録があり、それによると、平面的には、北辺と南辺にまとまる傾向と

四隅に定量の分布が認められる。垂直方向の分布状況では、検出面からの深さが5咽までに出土したもの

が 8 点、 10cm~20咽の聞が 9 点、 20咽から底面までで検出したもの 4 点というまとまりがみられる(第29

図)。このような鉄釘の分布状況は、即ち木植の規模を示すと判断されよう。ただし、北辺はほぼ一直線

上に分布していることから、ほとんど揖乱や移動が無かったものと判断されるが、南辺では南西側に分布

が流れており、後世の擾乱や側板の移動などが考えられる。

これらを踏まえ、木植の復元を試みると、断面に認められる員層の立ち上がりが幅64個、鉄釘に遺存し

た木質から板厚が 3cm~4 咽と概ね 1 す強であることを鉄釘の平面分布と考えあわせ、木植は 1 辺60cm

( 2 尺)に板厚をプラスした一辺63岨~64cmの方形の平面構造と推定されよう。そして、木植の高さもほ

no 
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ぼ同様であると判断され、本土坑の深さが0.37mであることから、高さ30cm( 1尺)に底板と蓋板の板厚

をプラスした36cm~37cmの高きが推定される(第50図)。

注目すべき点は、鉄釘が四隅に分布する以外に、北辺中央上層から 3点出土している点である。四隅に

ついては側板を留めるための釘と考えられるが、辺の中央の上部からの出土は蓋に打たれたものと考える

のが妥当である。北辺においては木植の上端が後世の撹乱を受けていないものと判断されることから、こ

れには蓋を留める以上の意味合いが想起されよう。

即ち、現今、葬送に際し、近親者が棺桶の蓋の頭頂部付近に釘を打つ光景を良く眼にするが、これに通

じることが行われていたという可能性が考えられる。勿論、これをそのようなものと結論付けるには多く

の類例を待つ必要があろうが、的確な調査を促す意味でもその可能性を指摘しておきたい。

なお、木植に蓋がされ、儀礼的な釘が打たれる段階では、そこに平面的な位置関係が成立していたとい

う点も指摘できょう。仮に埋置以前に釘が打たれたとすれば、その時点で埋置方向が決定されていたこと

になるだろう。

次に、検出された員層についてであるが、選別した員の重量を遺物番号毎に計量し集計したところ、そ
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れぞれに含まれる員種には目立った偏りはみられず、員の重量は 134(トレンチ一括)J137 (下層一括)J

133 (員一括)J136 (上層一括)Jの順に重いことが明らかとなった(第5表)。回収した部分の体積概算

値からすれば 133(貝一括)Jが最も重く、 136(上層一括)Jと 137(下層一括)Jが最も軽いと考えられ

るが、組踊をきたしているということは、すなわち員の密度に差があるということだろう。

そこで貝の重量を、回収した部分の体積概算値で割って、 1m3あたりの員の重量を試算してみると、

136 (上層一括)Jが0.48g Irrf、137(下層一括)Jが1.41g Irrf、133(貝一括)Jが0.06g Irriとなり、貝層

の下層における貝の密度が、上層の約3倍、周囲の約24倍ほどにもなるということになる。つまり員は、

下層に特に集中して堆積していたということが言えるだろう。

また、火葬人骨は 137(下層一括)Jに集中して含まれていたことが明らかとなっている。貝層が土坑

中央付近で盛り上がる断面形を呈していること、木植の釘があまり動いていないとみられることなどと考

え合わせれば、貝層は木植の周囲を覆っていたものではなく、火葬人骨とともに木植の中に納められてい

たと考えるのが妥当かもしれない。ただし、底面付近で貝層が平面的に広がりを見せている様子や、検出

面で員層が4か所に分かれていた様子が捉えられていること等からすると、木植の固定などのために、土

坑底面に貝殻が敷かれていたり、木植の周囲や上面を員殻で覆っていたということがあった可能性も、否

定はできない。

以上の諸点をまとめると、 SK-003は以下のような構造であったものと推定されよう。

1.木植の規模

2.木植の構造

平面形は一辺63咽~64咽の方形で、高さは36岨~37咽である。

厚さ3.5咽前後(約1す)、幅60咽(2尺)、高さ30咽(l尺)の板材を組み合わせ、

上下に底板と蓋板を合わせた構造である。

3.埋納の方法 木植の中に火葬人骨と貝殻を納め、釘を打って蓋をした後、一辺1.3m前後の隅丸方

形の土坑に据えて埋めた。その際、木植の周囲を、貝殻で覆った可能性もある。

4.その他 葬送儀礼として、木植の蓋に釘を打っていた可能性が考えられる。

下谷遺跡周辺の遺跡では方形・円形墳墓が多く検出きれているが、今回の調査成果がその重要な類例の

一つに加えられたことは言うまでもないだろう。
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第8表下谷遺跡出土遺物組成表(遺構) (単位点数:個重量:g) 

遺構番号 縄文土器 土師器 須恵器 陶磁器 粘土塊 遺構別土器

種別 番号 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

SB 003 29 330 1 2 。。。。。。30 332 
SB 004 2 18 4 40 。。。。。。 6 58 
SD 001 5 50 14 32 。。。。 1 2 19 82 
SD 002 。。 4 13 。。。。。。 4 13 
SD 005 。。 1 4 。。。。。。 1 4 
SD 006 1 10 1 3 。。。。。。 2 13 
SD 007 13 291 2 9 。。。。。。 15 300 
SD 009 。。 7 18 。。。。 2 4 7 18 
SD 010 3 12 3 9 1 2 。。。。 7 23 
SH 061 1 16 。。。。。。。。 1 16 
SH 062 。。。。 1 20 。。 4 24 1 20 
SH 063 。。 1 。。。。。。 1 1 
SI 001 3 24 57 312 241 。。 8 15 61 577 
SI 012 26 337 123 1，010 3 198 。。 2 3 152 1，545 
SI 014 3 58 137 1，275 。。。。 1 2 140 1，333 
SK 003 2 21 3 11 。。。。。。 5 32 
SK 004 。。。。。。。。。。。。
SK 007 。。 1 5 。。。。。。 1 5 
SK 010 。。 5 43 。。。。 1 2 5 43 
SK 011 。。。。。。。。。。。。
SK 012 。。。。。。。 '0 。。。。
SK 015 。。 1 5 。。。。。。 1 5 
SS 001 。。 1 4 。。。。。。 l 4 
合計 88 1，167 366 2，796 6 461 。。 19 52 460 4，424 
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第9表下谷遺跡出土遺物組成表(トレンチ・グリッド) (単位点数:個重量:g) 

縄文土器 土師器 須恵器 陶磁器 粘土塊
備考トレンチ・グリッド

点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

5トレンチ 。。 2 1 。。。。。。
11トレンチ 。。 3 11 。。。。。。
2A-58 12 。。。。。。。。
2A-59 4 101 。。。。。。。。
2A-68 1 15 1 15 。。。。。。
2A-76 1 22 。。。。。。。。
2A-79 。。 1 13 。。。。。。
2A-87 1 25 。。。。。。。。
2B-35 2 30 1 14 。。。。。。
2B-36 2 39 7 20 6 。。。。
2B-37 。。 2 10 。。。。。。
2B-38 。。 2 2 。。。。。。
2B-39 。。 3 9 。。。。。。
2B-42 1 23 。。。。。。。。
2B-44 3 13 1 2 。。。。。。
2B-45 。。 7 18 。。。。。。
2B-46 7 34 14 46 。。。。。。
2B-48 。。 1 4 。。。。。。
2B-49 。。 1 1 。。。。。。
2B-50 。。。。。。。。。。
2B-51 1 29 。。。。。。。。
2B-52 2 10 3 。。。。。。
2B-53 l 12 1 12 。。。。。。
2B-55 。。 4 8 。。。。。。
2B-56 3 34 3 8 。。。。。。
2B-59 。。 6 31 。。。。。。
2B-63 1 29 。。。。。。。。
2B-64 。。 3 2 。。。。。。
2Bー69 。。 3 12 。。。。。。
2B-70 l 13 。。。。。。。。
2B-71 。。 1 13 。。。。。。
2B-72 8 114 4 15 。。。。。。
2B-75 。。 l 7 。。。。。。
2B-76 。。 1 1 1 80 。。。。
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トレンチ・グリッド
縄文土器 土師器 須恵器 陶磁器 粘土塊

点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量
備考

2B-77 1 24 。。。。。。。。
2B-79 。。 6 31 1 4 。。。。
2B-87 。。 3 15 。。。。。。
2B-87 。。 l l 。。。。。。
2B-95 。。。。 10 。。。。
2B-99 。。。。 1 34 。。。。
2C-21 l 5 。。。。。。。。
2C-22 l 7 。。。。。。。。
2C-30 。。 1 1 。。。。。。
2C-32 。。 5 。。。。。。
2C-41 l 4 l 1 。。。。。。
2C-50 。。 1 15 。。。。。。
2C-51 。。 1 1 。。。。。。
2C-56 。。 1 4 。。。。。。
2Cー60 。。 3 24 2 。。。。
2C-64 l 3 。。。。。。。。
2Cー65 。。 1 4 。。。。。。
2C--66 。。 4 20 。。。。。。
2C-71 1 27 l 2 。。。。。。
2C-73 。。 l 4 。。。。。。
2C-75 10 2 6 。。。。。。
2C-76 1 9 7 32 。。。。。。
2C-77 。。。。 5 1 8 。。
2C-80 。。 1 1 。。。。。。
2C-84 1 1 。。。。。。。。
2C-85 。。 5 15 。。。。 1 2 
2C-94 1 35 。。。。。。。。
2C-95 。。 l 5 。。。。。。
2F-82 。。。。。。 24 。。
2F-93 。。 1 10 。。。。。。
3B-29 。。 3 17 。。。。。。
3B-38 。。。。 1 50 。。。。
3B-39 。。 4 6 。。。。。。
3B-49 6 2 10 。。 2 。。
3C-02 。。 3 。。。。。。
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縄文土器 土師器 須恵器 陶磁器 粘土塊
備 考トレンチ・グリッド

点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量 点数 重量

3C-22 1 20 。。。。。。。。
3C-33 1 10 。。。。。。。。
3C-34 。。 1 7 。。。。。。
3C-52 2 5 6 19 。。。。。。
3C-61 。。 l l 1 37 。。。。
3C-62 。。 1 21 1 133 。。。。
3F-10 。。 2 5 。。。。。。
3E-36 。。 1 1 。。。。。。
3E-38 2 38 1 2 。。。。。。
3E-45 1 22 。。。。。。。。
3E-47 。。。。 1 2 。。。。遺物無し
3F-11 1 17 。。。。。。。。
3F-12 。。 l 8 。。。。。。
3F-13 。。 1 3 。。。。。。
3F-20 4 34 13 71 。。。。。。
3F-21 。。 2 19 。。。。 2 4 
3F-25 1 37 。。。。 l 6 。。
3F-30 2 13 。。。。。。 1 4 
3F-31 3 30 8 61 。。。。。。
3F-34 。。。。 1 6 。。。。
3F-41 4 23 。。。。。。。。
3F-44 1 3 。。。。。。。。
3F-51 l 7 。。。。。。。。
3F-52 2 31 3 6 。。。。。。
3F-64 。。 1 2 。。。。。。
3F-65 。。 1 11 。。。。。。
3F-71 6 82 20 112 。。。。。。
3F-74 。。 1 27 。。。。。。
3F-94 。。 4 12 。。。。。。
4Eー07 。。 5 9 。。。。。。
4E-04 2 18 。。。。。。。。
表採 6 113 11 41 。。。。。。
合計 91 1，189 211 949 12 369 4 40 4 10 
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